
 

今年は第一次世界大戦から 100 年という節目の年にあたります。 

今回、『現代の起点 第一次世界大戦』（岩波書店）編者のうち、3 名の先生方をお招きし、第 1 部で

は第一次世界大戦を「世界性」「総体性」「感性」「持続性」の視点で現代に問うべき点を語っていた

だきます。 

第 2 部では軽食（無料）などを先生・参加者で囲みながら、3 名の先生方より研究者になるにあた

って影響を与えた書籍、また、現在の興味関心に基づく書籍などの紹介をまじえて、読書カフェを行

います。 

入場無料、事前予約なしです。一般の方、学生、院生、教職員問わず奮ってご参加下さい。 

 


